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０年　　+　　10年　　+　　０年　　+　　12年　　+　　３年　　＝25年

受給資格期間が不足している場合

60歳以上で受給資格を満たしているが満額の年金を受け取りたい場合

国民年金未納

５年

厚生年金加入

10年

２年　　+　　10年　　+　　５年　　+　　５年　　+　　３年　　＝25年

35年　　　　　　　　　　　　　+　　５年　　＝40年

国民年金未納

５年
国民年金納付

12年

任意加入

３年

国民年金納付

２年

厚生年金加入

10年

国民年金納付

５年
任意加入
５年

任意加入
５年

特別任意加入
３年

60歳 63歳

65歳 70歳

65歳に達してもさらに受給資格期間が不足している場合

(昭和40年４月１日以前生まれの人)

国民年金納付
35年

60歳 65歳

【具体例】A子さん(67歳)の場合

38年(456月)の保険料を納付 ２年(24月)の保険料を納付
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▲

60歳

▲

62歳

40年（480月。満額の年金を受給できる月数）

41年（492月）任意加入申出

この部分をお返しいたします

※一つの例であり、実際には様々なケースがあります。

※お返しするのは、任意加入保険者として納付された保険料です。

※生年月日により、満額の老齢基礎年金を受給できる月数は異なります。


